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	そこで、iPSコホートから得られたAD病態指標の一つであるAβ42/40比率注6）を表現型として、神経細胞レベルでのGWAS（cell GWAS）を行い、Aβ42/40比率に関連する遺伝子座を探索した結果、24個の遺伝子座を同定しました（図1）。このうち5個の遺伝子はAβ産生に関連することが報告されており、8個の遺伝子はclinical GWASでADに関連することが示唆されていました（図1）。
	（図1）iPSコホートから樹立した大脳皮質神経細胞のAβ42/40比率を対象とするcell GWAS
	（図2）siRNAを用いたAβ42/40比率変動の結果
	cell GWASで同定された24個の遺伝子とAβの産生経路に関わる4個の遺伝子の計28個をsiRNAによりそれぞれノックダウンすると、8個の遺伝子で対照群と比べてAβ42/40比率が変化した。なお、一番上のJNJ-40418677はAβ42/40比率を変化させる陽性対照群となる化合物である。*は統計的に有意な変化であることを示す。
	（図3）cell GWASで見いだした遺伝子群と機械学習によるAD病態の予測
	（図4）CDiPテクノロジーの概要

